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幸せについて

きっちょう りゅううん

一つだけ望みがかなう

なら、あなたは何を望み

ますか？プロ野球選手に

なること？第一志望の高

校に入ること？お金持ち

になること？ゲームをし

て暮らすこと？今あげた

例がかなったとしても、

幸せになれるとは限りま

せん。望みをかなえるの

は幸せになるためですよ

ね。幸せになれればこの

人生は大成功ではないで

しょうか。

幸せになるのは、どれ

くらい努力した後でしょ

うか？どれほどの結果を

出した後でしょうか？何

人に認められればなれる

のでしょうか？今、幸せ

に気づくことで、今幸せ

になることも可能です。

幸せは人が決めるもの

ではありません。自分を

幸せ者だと認められれば、

幸せになります。自分を

認め、許し、可愛がり、

信じて、自分の機嫌を取

るんです。自分の応援団

長になりましょう。足り

ない所も、ダメなところ

も笑い飛ばして「これが

ワタシなんだよね。ウケ

るー」と自分を認めてあ

げましょう。

私は「マダマダ病」に

かかり「もっともっとの

ワナ」にはまると幸せか

ら遠ざかります。

一番大事なことは幸せ

になること。幸せには

今！なることが大事です。

と私は思っています。

ジェンダーとは社会的な性差のことで、男らしさ、女らしさなどを強制され

ることにより社会的に不利な状況におかれることをジェンダー問題と言います。

制服で言えば、女子だからという理由で動きにくく寒いスカートの強要をする

ことはジェンダー問題と言えるでしょう。 LGBTQ＋とは性的少数者を示す言

葉で、一般的に言われる男性、女性のほかに多様な性があり、性的指向、性自

認、性表現のあり方は一つではないことを教えてくれます。 LGBTQ＋の方たち

が暮らしにくい社会制度や、理解のない人々の性差別意識などをLGBTQ＋問題

と言います。制服で言えば、自分を男性と自認している人に対し、女性に生ま

れたからという理由でスカートを強要することは、LGBTQ＋問題と言えそうで

す。
法律上の性、自分が思っている自分の性、自分が好きになる相手の性、表現

する性はそれぞれ一致しているとは限りません。自分が性的に少数だという場

合、それが理解される社会であることは大切です。しかし、先日当事者の方に

話を聴く機会がありましたが、「性の在り方はどうあれ、自分がだれかを好き

になることは、誰かに理解されないからやめるようなことではない。」と話し

ていました。その時その方の強さに打たれ、素直にカッコいいと思いました。

みなさんはどう思いますか？

５月１８日（土）吉良川小中学校合同運動会が晴天の下

開催されました。練習を重ね、成長していく姿はとても頼

もしく吉良川中の生徒の可能性は本当に大きいと感じまし

た。子どもたちの一生懸命さと成長に、それを目の当たり

にできる幸せに、そして寄り添い、支え、育ててきた保護

者の皆さんと教職員の誇りに心からの感謝と拍手を送りま

す。テントの片づけ等も多くの保護者の方に手伝っていた

だき本当にありがとうございました。


